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	看取りへの視点を育んだ原点｜北欧福祉と介護現場での多様な経験
	中村さんの生い立ちについて簡単にお聞かせください。
	出身は北海道の札幌市です。小学校の低学年までを札幌で過ごした後、父の転勤を機に家族で上京しました。中学からは父が単身赴任となったこともあり、私自身は青春時代の多くを東京で過ごしてきました。学生時代は高校3年生までサッカー漬けの毎日でした。私自身はベンチには入れなかったんですが、
	チームは全国大会に出場するほどの強豪でした。個人としては結果を残すことはできませんでしたが、サッカーは完全にやり切ったと感じ、そこから将来の新しい目標を考えるようになりました。
	それからどのようにして福祉の道へ進まれたのでしょうか。
	大学進学の際、まずは総合大学で4年間、将来をじっくり考えようと思い、東海大学の文学部北欧文学科（現在の北欧学科）に入学しました。一般的に見ると珍しい学科だったんですが、そこで学んだことが大きな転機になりました。北欧といえば福祉国家として知られており、大学2年の夏に短期留学し、福祉施設の見学をしました。北欧の福祉を学ぶうちに、その奥深い世界に大きな関心を抱くようになり、その探究心はやがて『ま
	ずは日本の福祉を知ることから始めよう』という確かな行動へと繋がり、大学3年生の時にヘルパーの資格を取得しました。その実習先が、後に就職することになる在宅介護サービスを提供する会社でした。
	当時は日本の介護業界が大きく変わるタイミングだった頃ですね。
	はい。私が大学を卒業した2000年は、就職超氷河期でしたが、4月からは日本でも介護保険制度がスタートするという、業界全体が非常に盛り上がっていた時期でした。
	大学で学んだことに関連する仕事に就きたいという思いもあり、そのブームに乗るような形でご縁をいただき、私の介護人生がスタートしました。実は就職活動中、中学生の時に44歳という若さで亡くなった叔父の儀式が非常に印象に残り、納棺師の方の所作や僧侶の温かいお話に感銘を受けた経験から、葬儀のお仕事も選択肢にあったんです。しかし、葬儀会社の面接に向かう途中で電車が止まってしまう出来事があり「今はご縁がないのだな」と感じて、まずは介護の現場へと進みました。


